
 

 

［成果情報名］諫早湾干拓地排水の水質推移と浄化法の検討 

［要約］諫早湾干拓地排水は、水生植物の吸収と浮遊物質(SS)を沈殿させ一定期間経過後に

上澄み液を排出する浄化方式により栄養塩、特にリンの除去率を高めることができる。 
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［背景・ねらい］ 

諫早湾干拓地では 2008 年より営農が開始され、環境保全型農業に取り組んでいる。施

肥技術として環境に配慮した効率的施肥技術が行われているが、その一部の肥料成分は生

産物に吸収されずに圃場外へ流出する栄養塩として周辺水域への環境負荷が発生する恐れ

がある。 

そこで、諫早湾干拓地における水質浄化技術を開発するため、周辺排水路の水質状況を

考慮した浄化植物の効率的な浄化施設設置方法について検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．秋作時の諫早湾干拓地の末端排水路と幹線排水路における水質は、全窒素(T-N)が 1.6

～29.5mg/L と変動が大きく、全リン(T-P)は 0.2～0.5mg/L と低濃度で推移する（図１）。 

２．その排水中の浮遊物質(SS)由来の全窒素(T-N)の割合は 0～50.0％、全リン(T-P)の割

合は 12.8～75.5％である。ろ過により浮遊物質(SS)を除去することで、全窒素で 0～

1.9mg/L、全リンで 0.1～0.2mg/L を低下でき、特に全リンの低減効果は高い（図１）。 

３．末端排水路より汲み上げた用水を、浄化植物（パピルス）を設置したプールに導入し

て浮遊物質(SS)を沈殿させ、一定期間経過後に上澄み液を排出する浄化方式をとること

で、浄化植物による吸収と浮遊物資（SS）の除去により全窒素を 62.8%、全リンを 91.2%

低減できる（表１）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本方式による全窒素と全リンの除去率は設置規模（栽植密度、滞留時間、水深等）で変

化するため、実際の導入場面では浮遊物質(SS) の量、沈降速度を考慮しながらシステム

を決定する必要がある。 

２．植物の浄化能力については2007年度成果情報「水生植物の水質浄化能力と生育適応性の

評価」が参考となる。 

 



 

 

［具体的データ］ 

 

図１諫早湾干拓地排水路における水質の推移 

※T-N（懸濁態）、T-P（懸濁態）はそれぞれ排水路の用水そのままの全窒素、全リン 

※T-N（溶存態）、T-P（溶存態）はガラス繊維ろ紙により浮遊物質(SS)を除去した後の全窒素、全リン 

 

表 1 プール植栽方式における浄化試験結果（上澄み排水） 

 

※試験期間中総計。試験期間は 2010.9.30～2011.1.7 の 83 日間（11 月 11～24 日分は施設不具合

によりデータは使用せず）で、入排水の間隔は平均で 11.9 日間。 

※浄化植物としてパピルスを使用（導入時 494g/株）、設置規模は 1 区（水深約 25cm、用水量約１t）あた

り 30 株 

※導入量(a)・・・試験期間中にくみ上げた用水中に含まれていた全窒素、全リンの総量 

※表中の（）内は除去率の最小値～最大値 

※(c)= (a)-(b)、(d)=(c)/(a)*100 

［その他］ 
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